
【 】６／２７（金）の行事 道庁プレスリリース

報道発表資料の配付日時 ６月２０日（金）１５時００分

令和７年度「少年の主張」檜山地区大会の開催について発 表 項 目

（ 行 事 名 ）

記者レクチャー (実施日時) 発 表 者

の お 知 ら せ 発表場所

１ 開催の趣旨

社会や国際的な環境が大きく変化する現代社会にあって、次代を担う少概 要

年には、広い視野と柔軟な発想、創造性、物事を論理的に考える力、自ら

の主張を正しく理解してもらう力を身につけ、心身ともに健康で他者への

思いやる心をもち、社会的に自立していける健やかな成長が求められてい

ます。

「少年の主張」は、これらを育み、少年自らが社会や世界へ向けての意

見、未来への希望や提案、家庭や学校生活、地域社会との関わり等、社会

に向けて発表する機会を設け、少年の健全育成に対する道民の理解を深め

る契機となるよう開催しています。

２ 開催日時

令和７年（２０２５年） （金）13:00～16:00６月２７日

３ 開催場所

（住所：江差町字茂尻町71）江差町文化会館

４ 開催内容

檜山管内７町 中学生１５名 「少年の主張」発表・ から選出された による

最優秀賞１名、優秀賞２名 表彰・ を当日の表彰式で

※大会スケジュールは別紙プログラムのとおり

５ 主催

北海道檜山振興局

６ 後援

管内各町、管内各町教育委員会、函館保護観察所、

函館保護司会連合会、檜山校長会、檜山ＰＴＡ連合会、

檜山青少年育成運動推進指導員会、北海道教育庁檜山教育局

・ 少年の主張大会は、昭和５４年の国際児童年を記念して開催され、今回参 考

で４７回目の大会となります。

・ は、令和７年８月２９日開催の します。最優秀賞受賞者 全道大会に推薦

管内の中学生が自らの意見をまとめ発表する大会であり、広く住民に少年報 道 ( 取 材 )

の健全育成への理解を深めていただく機会となりますことから、積極的な取に 当 た っ て

材をお願いします。の お 願 い

同 時 配 付 (場所)他 の ク ラ ブ

同 時 レ クと の 関 係

担 当 北海道檜山振興局保健環境部環境生活課長 田中 敏明

（ 連 絡 先 ） （直通）ＴＥＬ ０１３９－５２－１２７９



令和７年度 少年の主張 檜山地区大会 
 

 

  と き 令和７年６月２７日（金）１３:００～ 

      ところ 江差町文化会館 

 

【プ ロ グ ラ ム】 

１ 開会あいさつ  北 海 道 檜 山 振 興 局 局 長 笠井 敦史 

２ 来 賓 紹 介 

３ 審査委員紹介 

４ 日 程 説 明 

５ 「少年の主張」発表 １５名 

６ 審 査 発 表  檜 山 校 長 会  井田 昌之 

７ 表   彰  北海道檜山振興局副局長  阿保 恵一 

８ 記念品贈呈  函館保護司会連合会会長  勝又 真澄 

９ 審 査 講 評  檜 山 校 長 会  井田 昌之 

10 閉   会 



 

◆開催の趣旨 

少子高齢化、国際化、情報化の急速な進展等、社会や国際的な環

境が大きく変化する現代社会にあって、次代を担う少年には、心身

ともに健康で他者を思いやる心をもち、社会的に自立していける、

健やかな成長が求められています。 

 そのためには、広い視野と柔軟な発想や創造性などとともに、物

事を論理的に考える力や自らの主張を正しく理解してもらう力など

を身につけることが大切です。 

「少年の主張」は、これらを育むとともに、「社会や世界に向けて

の意見、未来への希望や提案」や「家庭、学校生活、社会（地域活

動）及び身の回りや友だちとの関わり」、「テレビや新聞などで報道

されている少年の問題行動、大人や社会の様々な出来事に対する意

見や感想、提言」などを、少年が社会に向けて発表する機会を設け

て、少年の健全育成に対する道民の理解を深める契機となるよう開

催しています。  

 

 

◆主  催  

北海道檜山振興局 

 

 

◆後  援 

管内各町、管内各町教育委員会、函館保護観察所、函館保護司会連

合会、檜山校長会、檜山ＰＴＡ連合会、檜山青少年育成運動推進指

導員会、北海道教育庁檜山教育局 

 

 

◆審 査 委 員 

審査委員長 井田 昌之 (檜山校長会（上ノ国町立河北小学校校長）） 

副審査委員長 加藤 一義 (檜山青少年育成運動推進指導員会) 

審 査 委 員 日置 勇馬（檜 山 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会 会 長） 

       黒宮 茂樹（北海道檜山教育局教育支援課長） 



 

令和７年度少年の主張檜山地区大会 発表者 

 

順 題    名 氏   名 学 校 名 学年 

１ 共に生きていく 深見
ふ か み

 千
ち

裕
ゆ

 上ノ国中学校 ３年 

２ 自分を大切にするとは 藤岡
ふじおか

 百
もも

恵
え

 厚沢部中学校 ２年 

３ 自分に正直な生き方を 町中
まちなか

 みのり 乙部中学校 ３年 

４ 何事も考えてから 二階堂
にかいどう

 蓮
れ

大
お

 今金中学校 ２年 

５ 「生きるということ 死ぬということ」 片桐
かたぎり

 碧音
み お ん

 北檜山中学校 ３年 

６ 校則を見直すことで 神田
か ん だ

 乙姫
つ ば き

 瀬棚中学校 ３年 

７ 限られた今ある時間 柳原
やなはら

 菜々
な な

美
み

 上ノ国中学校 ３年 

８ 「師から学ぶ」 宮越
みやこし

 操人
あやひと

 大成中学校 ３年 

９ 江差の未来を築く。 糸
いと

畑
ばた

 雫
しずく

 江差北中学校 ３年 

１０ 出会い 森田
も り た

 彩
あ

友
ゆ

 奥尻中学校 ３年 

１１ 犬との十の約束 樋口
ひ ぐ ち

 夢乃
ゆ め の

 今金中学校 ３年 

１２ メンタルヘルスの重要性 工藤
く ど う

 るな 奥尻中学校 ３年 

１３ 自分らしく生きる 松橋
まつはし

 咲
さ

綾
あや

 厚沢部中学校 ３年 

１４ 今と向き合う 浅野
あ さ の

 姫衣奈
め い な

 乙部中学校 ２年 

１５ 「行動」して花を咲かせて 飯田
い い だ

 こころ 江差中学校 ２年 

 

 

 

 

 
 



 

  

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

毎月第３日曜日は、 

「道民家庭の日」です！ 

※「道民家庭の日」には 

○家庭が団らんできる機会を持って、心の触れ合う明るい家庭づくりにつとめましょう。 

○それぞれの地域や職場での行事などは、行わないように努めましょう。 


